
当地区は、平成２１年、２２年、２５年、２９年、３０年の豪雨により浸水被害が発生しており、特に、平成３０年７月

の豪雨では、市内で過去最大規模の降雨（70mm/h）を記録し、床上浸水１１０戸、床下浸水１５６戸の被害が発生した。

宇佐町 ・ 片野新町地区浸水対策事業

１．浸水被害状況

①宇佐町１・２丁目 ②片野新町１丁目

浸水被害（H30.7.6）及び浸水対策等箇所図

◆事業費、事業期間

事業費 ９３億円

事業期間 令和5年度～令和12年度

◆事業スケジュール

令和５年度 基本計画、事前評価１

令和６年度 基本設計、事前評価２

令和７年度 実施設計

令和８年度 工事着手

Ⓐ 雨水貯留管イメージ図 Ⓑ 雨水増補管イメージ図

２．浸水対策

大雨が降ったときに、既設の下水道管では流しきれない

雨水を一時的に貯留するもの。

大雨が降ったときに、既存の下水道管では流しきれない

雨水を直接河川へ排水するもの。

Ⓐ 雨水貯留管
内径：Φ4,500mm
延長 ：約1,700m

Ⓑ 雨水増補管
内径：Φ1,100mm
延長 ：約6０0m

②

：浸水実績エリア

①

災害に強く、安らぐまちの実現を図るため、Ⓐ雨水貯留管やⒷ雨水増補管の整備を行う。

◆費用便益費

B/C
１.７９

(1.0以上で費用効果高)
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